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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　レイヤの第1のセットを介して受信される第1の符号語およびレイヤの第2のセットを介
して受信される第2の符号語を備える送信を受信するステップであって、前記第1の符号語
が第1の複数のコードブロックを備え、前記第2の符号語が第2の複数のコードブロックを
備える、ステップと、
　前記送信の前記第1の複数のコードブロックおよび前記第2の複数のコードブロックに対
して復号動作を実行するステップと、
　前記第1の符号語および前記第2の符号語のためのコードブロックグループ構成に少なく
とも一部基づいて、前記送信のためのフィードバックビットのセットと、前記第1の複数
のコードブロックおよび前記第2の複数のコードブロックとの間の関連付けを決定するス
テップであって、フィードバックビットの前記セットのビットの数が、単一レイヤ送信の
ためのコードブロックの数に対応する、ステップと、
　前記復号動作の結果および前記決定された関連付けに少なくとも一部基づいて、フィー
ドバックビットの前記セットを備えるメッセージを送信するステップとを備える、方法。
【請求項２】
　前記コードブロックグループ構成が、
　前記第1の符号語および前記第2の符号語に対する時間-周波数リソース境界に従って、
前記第1の複数のコードブロックおよび前記第2の複数のコードブロックをコードブロック
グループに割り当てるステップを備える、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　フィードバックビットの前記セットと前記第1の複数のコードブロックおよび前記第2の
複数のコードブロックとの間の前記関連付けを決定するステップが、
　前記第1の符号語および前記第2の符号語のそれぞれのコードブロックグループを束ねる
ステップと、
　フィードバックビットの前記セットの各フィードバックビットをそれぞれの束ねられた
コードブロックグループと関連付けるステップとを備える、請求項2に記載の方法。
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【請求項４】
　前記第1の複数のコードブロックのコードブロックの数が、前記第2の複数のコードブロ
ックのコードブロックの数と異なる、請求項2に記載の方法。
【請求項５】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　第1の送信において、レイヤの第1のセットを介して第1の符号語を、およびレイヤの第2
のセットを介して第2の符号語を送信するステップであって、前記第1の符号語が第1の複
数のコードブロックを備え、前記第2の符号語が第2の複数のコードブロックを備える、ス
テップと、
　前記第1の符号語および前記第2の符号語のためのフィードバックビットのセットを備え
るメッセージを受信するステップであって、フィードバックビットの前記セットが、前記
第1の符号語および前記第2の符号語のためのコードブロックグループ構成に少なくとも一
部基づいて、前記第1の複数のコードブロックおよび前記第2の複数のコードブロックと関
連付けられ、フィードバックビットの前記セットのビットの数が、単一レイヤ送信のため
のコードブロックの数に対応する、ステップと、
　フィードバックビットの前記セットに少なくとも一部基づいて、前記第1の複数のコー
ドブロックのうちのあるコードブロックを再送信するか、または前記第2の複数のコード
ブロックのうちのあるコードブロックを再送信するかを決定するステップとを備える、方
法。
【請求項６】
　前記コードブロックグループ構成が、
　前記第1の符号語および前記第2の符号語に対する時間リソース境界に従って、前記第1
の複数のコードブロックおよび前記第2の複数のコードブロックをコードブロックグルー
プに割り当てるステップを備える、請求項5に記載の方法。
【請求項７】
　前記コードブロックを再送信するかどうかを決定するステップが、
　前記第1の符号語および前記第2の符号語のそれぞれのコードブロックグループを束ねる
ステップと、
　フィードバックビットの前記セットの各フィードバックビットをそれぞれの束ねられた
コードブロックグループと関連付けるステップとを備える、請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　前記第1の複数のコードブロックのコードブロックの数が、前記第2の複数のコードブロ
ックのコードブロックの数と異なる、請求項6に記載の方法。
【請求項９】
　プロセッサによって実行されると、請求項１～４または請求項５～８のいずれか一項に
記載の方法を実行するための命令を備えるコンピュータプログラム。
【請求項１０】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　レイヤの第1のセットを介して受信される第1の符号語およびレイヤの第2のセットを介
して受信される第2の符号語を備える送信を受信するための手段であって、前記第1の符号
語が第1の複数のコードブロックを備え、前記第2の符号語が第2の複数のコードブロック
を備える、手段と、
　前記送信の前記第1の複数のコードブロックおよび前記第2の複数のコードブロックに対
して復号動作を実行するための手段と、
　前記第1の符号語および前記第2の符号語のためのコードブロックグループ構成に少なく
とも一部基づいて、前記送信のためのフィードバックビットのセットと、前記第1の複数
のコードブロックおよび前記第2の複数のコードブロックとの間の関連付けを決定するた
めの手段であって、フィードバックビットの前記セットのビットの数が、単一レイヤ送信
のためのコードブロックの数に対応する、手段と、
　前記復号動作の結果および前記決定された関連付けに少なくとも一部基づいて、フィー
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ドバックビットの前記セットを備えるメッセージを送信するための手段とを備える、装置
。
【請求項１１】
　前記コードブロックグループ構成が、
　前記第1の符号語および前記第2の符号語に対する時間-周波数リソース境界に従って、
前記第1の複数のコードブロックおよび前記第2の複数のコードブロックをコードブロック
グループに割り当てるように実行可能な命令を備える、請求項10に記載の装置。
【請求項１２】
　前記第1の符号語および前記第2の符号語のそれぞれのコードブロックグループを束ねる
ための手段と、
　フィードバックビットの前記セットの各フィードバックビットをそれぞれの束ねられた
コードブロックグループと関連付けるための手段とをさらに備える、請求項11に記載の装
置。
【請求項１３】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第1の送信において、レイヤの第1のセットを介して第1の符号語を、およびレイヤの第2
のセットを介して第2の符号語を送信するための手段であって、前記第1の符号語が第1の
複数のコードブロックを備え、前記第2の符号語が第2の複数のコードブロックを備える、
手段と、
　前記第1の符号語および前記第2の符号語のためのフィードバックビットのセットを備え
るメッセージを受信するための手段であって、フィードバックビットの前記セットが、前
記第1の符号語および前記第2の符号語のためのコードブロックグループ構成に少なくとも
一部基づいて、前記第1の複数のコードブロックおよび前記第2の複数のコードブロックと
関連付けられ、フィードバックビットの前記セットのビットの数が、単一レイヤ送信のた
めのコードブロックの数に対応する、手段と、
　フィードバックビットの前記セットに少なくとも一部基づいて、前記第1の複数のコー
ドブロックのうちのあるコードブロックを再送信するか、または前記第2の複数のコード
ブロックのうちのあるコードブロックを再送信するかを決定するための手段とを備える、
装置。
【請求項１４】
　前記コードブロックグループ構成が、
　前記第1の符号語および前記第2の符号語に対する時間リソース境界に従って、前記第1
の複数のコードブロックおよび前記第2の複数のコードブロックをコードブロックグルー
プに割り当てるように実行可能な命令を備える、請求項13に記載の装置。
【請求項１５】
　前記第1の符号語および前記第2の符号語のそれぞれのコードブロックグループを束ねる
ための手段と、
　フィードバックビットの前記セットの各フィードバックビットをそれぞれの束ねられた
コードブロックグループと関連付けるための手段とをさらに備える、請求項14に記載の装
置。
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